
学
び
の
祭
典
「
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
」
を
九
月

二
日
貍
・
三
日
豸
の
二
日
間
、
総

合
福
祉
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
各

地
区
の
生
涯
学
習
活
動
の
紹
介
パ

ネ
ル
や
子
ど
も
絵
画
展
、
自
治
会

広
報
紙
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
生

涯
学
習
グ
ル
ー
プ
の
発
表
な
ど
、

催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
地
域
の
皆
さ

ん
や
学
生
た
ち
の
日
ご
ろ
の
成
果

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
２
日
貍
・
３
日
豸
、

正
午
〜
午
後
４
時
30
分
（
３
日
は

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

会
場

＝
総
合
福
祉
会
館
（
日
吉
町
二
丁

目
）

□
よ
う
こ
そ
わ
が
町
へ

二
中
・
上
川
淵
・
芳
賀
・
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
の
各
地
区
の
生
涯
学

習
活
動
を
紹
介
。
三
日
豸
に
は
昔

遊
び
や
お
も
ち
ゃ
作
り
の
体
験
も

行
い
ま
す
。

□
放
送
大
学
コ
ー
ナ
ー

大
学
案
内
や
学
習
の
成
果
展
示

な
ど
。

□
子
ど
も
絵
画
展

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
作
品
を
展
示
。

□
専
修
学
校
各
種
学
校
コ
ー
ナ
ー

作
品
･
資
料
展
示
な
ど
。

□
わ
が
町
広
報
紙
ま
つ
り

自
治
会
が
発
行
し
て
い
る
広
報

紙
の
展
示
。
町
誌
（
史
）・
地
域
情

九
月
十
八
日
豺
は
敬
老
の
日
で

す
。
こ
の
日
を
前
に
、
本
市
で
は

長
寿
を
祝
っ
て
米
寿
祝
賀
会
を
開

催
。
ま
た
、
節
目
の
年
を
迎
え
た

高
齢
者
へ
祝
い
金
な
ど
を
贈
り
ま

す
。

□
米
寿
祝
賀
会

本
年
度
に
米
寿
（
八
十
八
歳
・

大
正
七
年
四
月
一
日
〜
八
年
四
月

一
日
生
ま
れ
）
を
迎
え
た
人
を
招

待
し
て
「
米
寿
祝
賀
会
」
を
開
き

ま
す
。
な
お
、
付
き
添
い
は
一
人

ま
で
で
す
。

日
時
＝
９
月
４
日
豺
午
前
10
時
　

会
場
＝
商
工
会
議
所

□
敬
老
祝
金

八
十
歳
や
九
十
歳
な
ど
、
節
目

の
年
齢
を
迎
え
た
高
齢
者
へ
、
敬

老
の
日
近
く
に
行
政
自
治
委
員
を

通
じ
て
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま

す
。

対
象
・
祝
い
金
額
＝
４
月
１
日
〜

来
年
３
月
31
日
に
次
の
満
年
齢
に

な
る
人
。
漓
八
十
歳
…
一
万
円
滷

八
十
八
歳
…
二
万
円
澆
九
十
歳
…

二
万
円
潺
九
十
九
歳
…
三
万
円
潸

百
歳
以
上
…
五
万
円

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福

祉
課
蕁
８
９
０
―
６
１
３
４
へ
。

□
県
か
ら
祝
い
品
を
贈
呈

九
十
歳
、
百
歳
、
百
一
歳
以
上

の
人
へ
、
県
か
ら
祝
い
品
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
県
高
齢
政
策

課
蕁
２
２
６
―
２
５
６
２
へ
。

報
誌
な
ど
の
展
示
も
。

□
市
民
ス
テ
ー
ジ

生
涯
学
習
活
動
を
し
て
い
る
市

民
グ
ル
ー
プ
の
舞
台
発
表
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課

蕁
８
９
０
―
５
８
２
４
へ
。

５ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

三
回
シ
リ
ー
ズ
で
市
民
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
か
つ
て

ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
で
エ
ー
ス
と

し
て
活
躍
し
た
野
球
評
論
家
・
村

田
兆
治
さ
ん
、
歌
手
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
教
育

学
博
士
な
ど
で
幅
広
く
活
動
し
て

い
る
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
、

心
理
学
者
で
あ
り
、
現
在
文
化
庁

長
官
を
務
め
る
河
合
隼
雄
さ
ん
と

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
著
名

人
ば
か
り
。
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使

っ
た
分
か
り
や
す
い
内
容
で
す
。

皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
手
話

通
訳
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
漓
10
月
27
日
貊
滷
11
月
２

日
貅
澆
11
月
８
日
貉
、
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
文
化

会
館
　
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤

の
高
校
生
以
上
、
先
着
千
二
百
人

テ
ー
マ
・
講
師
＝
漓
は
「
人
生
先

発
完
投
」
野
球
評
論
家
・
村
田
兆

治
さ
ん
滷
は
「
み
ん
な
地
球
に
生

き
る
ひ
と
」
歌
手
・
ア
グ
ネ
ス
・

チ
ャ
ン
さ
ん
澆
は
「
こ
こ
ろ
の
処

方
箋せ

ん

」
文
化
庁
長
官
・
河
合
隼
雄

さ
ん
　
参
加
費
＝
八
百
四
十
円
　

申
し
込
み
＝
９
月
22
日
貊
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。「
市
民
講
座
希
望
」

と
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
２
６

前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
三
―
六
・

中
央
公
民
館
「
市
民
講
座
係
」（
蕁

２
２
３
―
３
８
１
８
）
へ

「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

市
長
と
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
に
つ
い

て
語
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
漓
10
月
24
日
貂
滷
11
月
29

日
貉
澆
12
月
25
日
豺
、
正
午
〜
午

後
１
時
　
会
場
＝
市
役
所
12
階
市

民
ロ
ビ
ー
　
対
象
＝
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
小
学
生
以
上
の
五

〜
十
人
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
小

中
学
生
は
保
護
者
が
引
率
）、
各
一

組
（
抽
選
）

参
加
費
＝
一
人
五

百
円
（
昼
食
代
）

申
し
込
み
＝

９
月
29
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
市
長
と
話
し
た
い
テ
ー

マ
・
希
望
日
・
団
体
名
・
参
加
人

数
・
団
体
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
・
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
市
役
所
秘
書
課
（
蕁
内

線
３
４
０
３
）
へ

広報まえばし　平成１８年８月１５日号　４

群馬大留学生と（７月31日）米寿祝賀会では市長から慶祝状

10
月
27
日

「
人
生
先
発
完
投
」

野
球
評
論
家

村
田
兆
治
さ
ん

11
月
２
日

「
み
ん
な
地
球
に

生
き
る
ひ
と
」

歌
手ア

グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

11
月
８
日

「
こ
こ
ろ
の
処
方
箋
」

文
化
庁
長
官

河
合
隼
雄
さ
ん

第
五
十
回
市
民
講
座
を
十
月
二
十
七
日

か
ら
三
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
毎
回
、
ス
ポ
ー
ツ
や
教
育
な
ど

に
つ
い
て
、
各
界
の
著
名
人
が
講
演
。
秋
の
夜
の
ひ
と
と

き
、
文
化
講
演
会
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（金）

学
習
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
見
た
り
触
れ
た
り
体
験
し
た

り
で
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

家
族
や
仲
間
と
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
軈軈
市
民
講
座
軋軋
開
き
ま
す

日ごろの活動成果を盛大に
９月２日・３日総合福祉会館で
生涯学習フェスティバル2006

祝
い
金
や
品
物
の
贈
呈
も

敬
老
の
日
前
に
米
寿
祝
賀
会

昼
食
を
囲
ん
で

市
長
と
語
ろ
う
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